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1. 実施事項
 計算プログラムに係るサポート体制整備

 クラウド上の計算プログラム利用環境の向上

 成果の普及促進活動

 国際標準化・基準化への対応

2. まとめ

報告内容
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 立ち上げ
 海技研クラウド上でクラウドアプリを公開
 OCTARVIA２にて、外部データ（実船モニタリングデータ、気象海象データ）との
連接機能が搭載され、ユーザーの利便性が向上した

実施事項

API連接

API連接

計算プログラムに係るサポート体制整備
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 サポート体制の構築

実施事項

サポート

ユーザー

研究系

実施許諾

問合せ

回答

許諾代行

バグ修正

申込
契約・会計

部門

プログラム開発
（機能強化）

海技研クラウド

回答

問合せ

許諾契約

1次サポート 2次サポート

申込

第二段階

第一段階有償化

外部クラウド

API接続

許諾契約

普及のためユーザーが利用しやすい環境（ユーザーサポートの構築）とすること目的

計算プログラムに係るサポート体制整備
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 1次サポート外部委託の試行

 アプリ紹介動画の作成
 代替燃料船対応等、国際標準化に必要なアプリ改修要望を

OCTARVIA2へ連絡

実施事項

具体的な問い合わせを基にQ&Aを作成し、海技研クラウド上に公開し、ユーザーの使いやすさを
向上させた

計算プログラムに係るサポート体制整備
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 契約代行システムの実装

実施事項

利用契約のペーパーレス化、料金徴収の一元化による、利用環境の向上

クラウド環境での計算プログラムの利用環境の向上

外部APIデータ利用にも対応

https://unicus.jp/licensing/octarvia/index.html

https://unicus.jp/licensing/salvia/index.html

https://unicus.jp/licensing/eagle/index.html
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 アプリ活用セミナーの開催
 外部向けセミナー（海技研）、個別セミナー（各社）の実施
 内容：第一部（講演）及び第二部（デモ・実習）

実施事項
成果の普及促進活動

2023年12月

これまでに
14社参加

実船モニタリング解析

実海域性能推定

入力支援

ライフサイクル主機燃費

＋外部データ連接
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 プロジェクトメンバー外の利用
 国内外で39機関

実施事項
成果の普及促進活動

2024年8月

船会社 4機関
造船会社(設計会社含む) 12機関

舶用メーカー 1機関
気象予報会社 1機関

その他（修繕会社、PR会社等） 4機関

船会社 5機関
造船会社(設計会社含む) 3機関

舶用メーカー 1機関
船級協会 1機関
研究所 2機関
大学 4機関

その他（データ解析会社） 1機関

国内ユーザー（22機関）海外ユーザー（17機関）
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 プロジェクトで開発した標準法は多岐にわたっていることか
ら、既存の手法へ反映するのではなく、新規ISOとして提案

実施事項
国際標準化・基準化への対応

第1部：実海域性能評価法
（Part1: Evaluation method of Ship Performance in Actual Seas）
第2部：船舶のライフサイクル燃料消費量指標
（Part2: Index for Life Cycle Fuel Consumption）

実海域実船性能（Performance of Ships in Actual Seas） ISO/TC8/SC2
（環境分科会）

実海域性能標準推定法 実船モニタリング標準手法

OCTARVIAで作成した各種標準手法により構成

各種推定法
（波浪中推奨水槽試験法／水槽試験解析法、推奨風洞試験

法、向波中CFD計算法。風圧力CFD計算法）

2024年6月
SC2総会でのプレゼン
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 普及活動

実施事項

日時 訪問先／参加学会
2023年8月28日~8月30日 HullPIC2023（イタリア）

2023年10月11日~10月13日 INT-NAM2023（トルコ）
2023年10月13日 TMS Tanker （ギリシャ）
2023年10月16日 アテネ工科大学（ギリシャ）
2023年10月19日 DNV（web会議）
2024年1月25日 SDARI（中国）
2024年1月29日 Hanwha Ocean（韓国）
2024年1月30日 Samsung Heavy Industries（韓国）
2024年1月30日 KRISO（韓国）
2024年1月31日 KLCSM（韓国）

2024年3月25日~3月27日 HullPIC2024（アイルランド）

国際標準化・基準化への対応

 個船の性能を示す新たなアプローチとして活用できる
 実海域性能計算手法に技術的興味がある
 ISO化に興味があるので、検討に参加したい

主な意見
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 OCTARVIAプロジェクトフェーズ２ OCTARVIA会議の活動につ
いて、紹介しました

 計算プログラムの外部利用促進、国際標準化の2つの軸で活動を
実施しました

 新規ISO化により、公平で透明性のある手法による実海域性能評
価が期待されます

まとめ

契約代行システム実装による利用環境の向上

OCTARVIA標準法の新規ISO化に向けた活動

アプリ活用セミナーによる普及促進活動
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